
のキリスト教週間のご案内 

 

 

 
          
      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

      

     

 
 神を仰ぎ 人に仕う 

2024年度年間聖句 

主はあなたの呼ぶ声に答えて 必ず恵みを与えられる。 
（イザヤ書 第 30章 19節） 
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毎週日曜日 10時 30分から日本キリスト教団聖学院教会の礼拝が行われています。 

こちらにもご自由に参加いただけます。 

 

 

No.3 2024年 5月 17日（金） 
全学礼拝期間について  

2024年度春学期の全学礼拝は、下記日程でチャペルにて行っています。 

毎週火曜日から金曜日、14時40分から15時10分です。どなたでも自由にご参加ください。    

春学期／4月 16日（火）～7月 12日（金） 

主の祈り 
 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく  地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず  

悪より救い出
いだ

したまえ 

国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり    アーメン 

 

こつこつと 
 

この言葉は、先月天に召された加藤常昭先生を思い起こしてのもので

す。先生は、金沢、東京、鎌倉の教会で牧師を務めた一方、実践神学者と

して、東京神学大学やハイデルベルク大学で教鞭をとり、また、「説教塾」を

主宰して多くの後進を育てました。私も、短い間であったものの先生の謦咳

に接することを得、多くのことを学びました（どこまで自分のものにできたか

は、はなはだ心許ないですが）。 

先生は特に「説教学」を専門とされ、国際説教学会会長なども務められた

方ですから、説教の、また説教についての鋭い指摘や「名ゼリフ」的な言葉は

数々あります。しかし、私の印象に残っているのは、ごくありふれた、また、今

ではあまり使われなくなった、この「こつこつと」という言葉です。先生の説教

集などを読み返してみると、しばしばこの言葉に出くわします。こつこつと聖書

のみ言葉に学ぶこと、たゆむことなくこつこつと信仰の道を歩むことの大切さ

を先生はしばしば語られます。 

まことにその通りだと私は思います。しかし、最近この言葉をあまり見かけ

なくなったのは、そんなことはバカバカしいと思われているからなのかもしれま

せん。確かに、今の日本社会には、いくらこつこつ努力しても、それがいとも

簡単に否定され、踏みにじられてしまう、そのような絶望感、無力感のような

ものが漂っているような気もします。 

しかし、聖書に即して言うならば、こつこつとイエス・キリストの道を歩むこと

は、決して無にされることも裏切られることもありません。そこには、ご自身が

道であり、真理であり、命であるキリストが共におられ、私たちを最後まで導い

てくださるからです。だから、私たちはイエス・キリストのみ名によって建てられ

たこの聖学院大学において、勇気と確信をもって「神を仰ぎ 人に仕う」道を

こつこつと歩み続けていきたいと思います。 

 （人文学部チャプレン 柳田 洋夫） 

 

聖学院教会での礼拝 

     

＊マスクの着用 

＊席は詰めすぎずに着席 

＊起立での讃美歌の歌唱、主の祈りの唱和 

＊携帯電話はマナーモードに設定してしまってください 

★   全学礼拝 ご協力のお願い    ★ 



 
Seigakuin University CHAPEL NEWS  2024.5.21-31 

～聖書朗読とオルガン曲による 
          メディテーション～ 
奨励・演奏 渡辺 善忠 

（日本キリスト教団巣鴨教会牧師、

本学講師） 

司  会 山口 博 
◆  ◆  ◆ 

前  奏  
讃美歌 177番 1、2節 
聖  書 創世記 

2章 7節（旧約 P.2）   
祈  祷 
奨  励 「神の息によって生きる」 
      
祈  祷  
讃美歌 177番 3、4節 
主の祈り 
後  奏  

 

 

5月 21日（火） 

 
― ペンテコステ礼拝（韓国語） ― 

 
奨  励 鄭 鎬碩 

（政治経済学科長） 
司  会 洛雲海（ナグネ） 
奏  楽 相川 徳孝 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 461番 1節 
聖 書 ローマの信徒への手紙 

5章 5節（新約 P.279）   
祈 祷 
聖歌隊による賛美奉献  

「聖霊の神、きよき愛よ」 
奨 励 「성령의 희망（聖霊の希望）」 
祈 祷  
讃美歌 韓国語讃美歌 411番 1節 
      「예수 사랑하심은」（「主われを愛す」）  
主の祈り 
後 奏  
 
 
 
 
 

5月 22日（水） 

 
奨  励 吉岡 光人 

（日本キリスト教団吉祥寺教会牧師、

本学講師） 

司  会 菊地 順 

奏  楽 冨岡 真奈 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 280番 1、2節 

聖 書 マタイによる福音書 
6 章 25～34 節（新約 P.10） 

祈 祷 

奨 励 「神さまは急がない」 

祈 祷  

讃美歌 280番 3、4節 

主の祈り 

後 奏  

 
       
 
 
 
 

5月 28日（火） 

 
奨  励 村瀬天出夫 

（欧米文化学科准教授） 

司  会 木村 太郎 

奏  楽 山田 志帆 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 194番 1、2節 

聖 書 ルカによる福音書 

      19章 1～10節（新約P.146） 

祈 祷 

奨 励 「ザアカイと失われたもの」 

祈 祷  

讃美歌 194番 3節 

主の祈り 

後 奏      

5月 29日（水） 

 

奨  励 渡辺 英人 

（政治経済学科准教授） 

司  会 柳田 洋夫 

奏  楽 清水 貴子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 312番 1、2節 

聖 書 ヤコブの手紙  
      1章 19～21節 

（新約 P.422）   
祈 祷 
奨 励 「ことばのちから」   
祈 祷  
讃美歌 312番 3節 
主の祈り 
後 奏  
 
 
 

5月 23日（木） 

 
奨  励 塚本 良樹 

（キリスト者学生会（KGK）副総主事、

本学講師） 

司  会 山口 博 

奏  楽 清水 貴子 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 280番 1、2節 

聖 書 ローマの信徒への手紙 

5章 1～5節（新約 P.279） 

祈 祷 

奨 励 「現実的楽観主義者」 

祈 祷  

讃美歌 280番 3、4節 

主の祈り 

後 奏  

 
 
 

5月 30日（木） 

 
奨  励 和寺 悠佳 

（和泉短期大学チャプレン、本学講師） 

司  会 柳田 洋夫 

奏  楽 山田 志帆 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 280番 1、2節 

聖 書 哀歌 5章 18～21節 

（旧約 P.1295） 

祈 祷 

奨 励 「あなたはいる」 

祈 祷  

讃美歌 280番 3、4節 

主の祈り 

後 奏  

 
 
  

 

5月 31日（金） 

 

「一人を愛し、一人を育む。」 

奨  励 武田 真治 

（日本キリスト教団上尾合同教会牧師） 

司  会 木村 太郎 

奏  楽 山田 志帆 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 280番 1、2節 

聖 書 詩編 37編 23、24、37節 

（旧約 P.869） 

祈 祷 

奨 励 「自分が倒れてしまったと 

思う時に」   

祈 祷  

讃美歌 280番 3、4節 

主の祈り 

後 奏  

 
 
 

5月 24日（金） 

 

日本語 

訳付き 

 


